
学校番号 3014 

 

令和 5 年度 工業科（機械系機械設計専科） 

 

教科 工業 科目 機械製図 単位数 4単位 年次 3年次 

使用教科書 工業 302「機械製図」（実教出版）、工業 319・320「機械設計 1・2」（実教出版） 

副教材等 機械製図問題集（藤井寺工科高校機械系編集） 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

機械製図の基本を学び、設計製図の基礎的な知識と技術を習得し、製作図、設計図などを正しく読

み、図面を構想し作成する能力と態度を育てる。 

 

2 学習の到達目標 

ＣＡＤ製図はコンピュータの援用による有力な作図手段であること理解し，ＣＡＤには多様な機能

があることを知り，操作に慣れることを心掛ける。また、全国工業高等学校校長協会主催の機械製

図検定試験を全員受験させるとともに、合格をめざす。 

簡単な設計・計算の方法を学び、コンピュータ援用による設計法の知識を踏まえて、機械設計の基

礎能力を養うとともに、ＣＮＣ工作機械、ラピッドプロトタイピング等を利用して簡単な機械模型

を製作する。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

各種機械や部品の製

作に使用される図面

などを作成すること

に興味・関心をもち，

機械製図の意義や役

割の理解および諸問

題の解決を目指して，

主体的に学習に取り

組もうとしている。 

各種機械や部品の製

作に使用される図面

などの作成における

諸問題を的確に把握

（分析）し、考察を深

めるとともに，機械製

図に関する知識と技

術を活用しながら表

現する力を身につけ

ている。 

各種機械や部品の製

作に使用される図面

などの作成に関する

基礎的・基本的な知

識と技術を習得する

とともに，図面など

を正しく読み、作成

できる力を身につけ

ている。 

機械製図に関する基

礎的・基本的な知識

を理解し，各種機械

や部品の製作に使用

される図面等の役割

や作図法などを身に

つけている。 

評
価
方
法 

考査評価、課題プリン

ト、機械製図検定の結

果、演習課題への取り

組み状況とその結果、

学習活動を総合評価 

考査評価、課題プリン

ト、機械製図検定の結

果、演習課題への取り

組み状況とその結果、

学習活動を総合評価 

考査評価、課題プリ

ント、機械製図検定

の結果、演習課題へ

の取り組み状況とそ

の結果、学習活動を

総合評価 

考査評価、課題プリ

ント、機械製図検定

の結果、演習課題へ

の取り組み状況とそ

の結果、学習活動を

総合評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、前期末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



4 学習の活動 

学 

期 

単元と学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

機械製図の総復習  

1.投影図  

2.立体図  

3.断面図示  

4.寸法記入法  

5.はめあい  

6.各種記号  

7.部品の図示法 

  

３Ｄ-ＣＡＤ製図 

1．ＣＡＤシステムの概要、

構成とハードウェアの説明 

2．オペレーションシステム

とＣＡＤソフトウェアの説明 

3．ＣＡＤシステムの基本操

作取扱い実習 

4．３Ｄ-ＣＡＤによるパーツ

の作成  

5．３Ｄ-ＣＡＤから３面図の

作成   

○ ○ ○ ○ a: 機械や部品の製作に使用さ

れる図面の役割や｢製図総

則」，｢機械製図」などの

JIS 規格に興味･関心をも

ち、誤りのない図面をかく

ことに意欲的に取り組んで

いる。 

 

b: 図面の役割や｢製図総則」，

｢機械製図」などの JIS規格

の重要性について考え（思

考・判断）、誤りのない図

面をかくこと(表現）ができ

る。 

 

c:全国工業高等学校校長協会

主催の機械製図検定試験を

全員受験させる。 

一次試験（筆記試験） 

…６月 

二次試験（実技試験） 

…７月 

放課後，二次試験合格のた

めに製図機械による実技講

習を実施。 

 

d: 製図の基本である投影法を

理解し、正確な投影図がえ

がけることについて、実践

的な知識を身につけてい

る。等角図などの立体的な

図示法を理解し、正確な立

体図がえがけることにつ

いて、実践的な知識を身に

つけている。 

  

 次に示す各項目

を、学習の目標に

照らし合わせ、総合

的に判断して評価

する。 

 １．定期考査の結

果、小テストの結果 

 

 ２．全国工業高等

学校校長協会主催

の機械製図検定試

験を全員受験させ

る。 

 

３．演習や演習

課題への取り組み

状況とその結果 

 

 ４．質疑及び発問

に対する応答 

 



後
期 

１．設計の要点 

２．コンピュータ支援設計 

３．小形マシンバイスの設計 

４．減速歯車装置の設計・製

作 

○ ○ ○ ○ a．コンピュータ支援設計に関

心を持ち、CAD システムの

ねらいや設計手法を探求

し、理解しようと取り組ん

でいる。 

 

b．CAD システムによる小形マ

シンバイスの設計例を通し

て、その手法を考え、目的

に応じて、ソリッドモデ

ル・ワイヤーフレームモデ

ル・サーフェスモデルのど

のモデルを使用するのが適

当か判断できる。 

 

c. CAD システムの機能や基本

操作、活用等について、実

践的な技能・表現力を身に

付けている。 

 

d.減速歯車装置の設計例を通

して、軸・軸受・歯車の主要

機械要素の設計法を確実に

身に付けている。 

定期考査評価 

課題プリント 

設計課題 

学習活動を総合評

価 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


